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文部科学省が毎年 4 月に，全国の 6 年生と中学 3 年生を対象に実施する学力調査「全
国学力・学習状況調査」について今年度の調査結果がまとまりましたので，竹鼻小学校の
傾向についてお知らせします。 

 
〇 学力に関する調査結果から 
・国語科の状況 
  言葉の特徴や使い方，話すこと聞くこと，読むことについての技能や表現力等は，県・全国平

均並み，またはやや上回る結果だった。 

  会話文や資料を適切に読み取り，書いてある情報を分類したり関係付けたりすることができて

いる。 

  「書くこと」に関わる問題や記述式の問題の正答率は県・全国平均を下回り，無回答も多い。

特に、目的や意図に応じて自分の考えが伝わるように書いたり，使う言葉や文字数などの条件が

ある中で自分の考えをまとめて書いたりする設問の正答率が低い。(例１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
指導改善の内容 

  決められた時間内，文字数，内容など，条件付きで書く活動を低学年から徐々に取り組んでい

く。 

国語科に関わらず，全ての学習活動で書いたり即興で話したりして，自分の考えをまとめて表

現する活動に取り組む。 

   

 

令和 6年度 全国学力・学習状況調査の結果 
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(例２) (例３) 

・算数科の状況 
  数と計算，変化と関係，データの活用に関わる問題については，県・全国平均並みからやや上回る

結果であった。 

  350×2＝700 であることを基に 350×16 の積の求め方と答えを書く問題や，問題場面から正しく立

式する問題など，計算で成り立つ性質を活用して，計算の仕方を説明したり，問題場面の数量の関係

をとらえて式に表したりする問題の正答率が全国・県の平均に比べて高く，基礎的な立式の方法や計

算の知識・技能が身に付いていることがわかる。 

  球の直径とその球がぴったり入る立方体の辺の長さの関係を利用して体積を求める式を立てる問題

(例２)や，道のりと歩くのにかかった時間の関係をもとに記述する問題(例３)など，複数の要素を総

合的にとらえ，計算したり記述したりする問題は正答率が低く，無回答率も高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指導改善の内容 

  設問の文章から目的や意図を読み取ったり，情報を整理・分析したりする学習を充実していく。 

各教科の学習が日常生活につながっていることを認識できるようにするとともに，理解したことを

記述したり，図で説明したりする指導行う。 

 

〇 質問紙に関する調査結果から 

学習状況や生活の諸側面に関わる児童生徒質問項目の多くは，肯定的な回答をした割合が全国や県

の平均を上回っている。 

「将来の夢や目標をもっていますか」(70.1％)「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」

(79.4％)などの調査結果から，地域や社会貢献に対する意識の高い児童が育ってきていることがわか

る。 

主体的・対話的で深い学びの視点や個別最適な学びと協働的な学びの視点に関わる質問では，全て

の質問において全国・県の平均に比べて肯定的な回答の割合が高い。また，家庭での学習に関する質

問「学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日どれくらいの時間，勉強しますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間

も含む）」では，１時間以上勉強していると答えた児童の割合が 90.6%である。 

 

指導改善の内容 

全校で大切にしている「大切なもの・夢中になれるもの見つけへの挑戦」の取組の効果が，地域や

社会貢献への意識の高さに表れている。引き続き学級・学年のやりきり活動や総合の学習・キャリア

教育などの活動を継続していく。 

授業内での ICT の活用，自主学習の取り組みから学習に対する意識が高くなっていると考えられ

る。効果的な ICT の活用法を教員間で共有したり，自主学習の内容について児童間での交流を行った

り，引き続き学年の特性に合わせて全校で取り組んでいく。 


